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商
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球
だ
・■
が
一豊
富
４
本
せ
薔
２
て
ヽ
略
ｒ
ｔ
い
ヽ
三

つ

と
ｔ
て
の
水
●
気
体
‐‐‐と
し
て
水
‐蒸
気
で
‐‐あり
ｒ
ｔ
の

存
在
に
し
ず
多
ぐ
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命
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育
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き
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水
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一
ぼ
襲
素
‐原‐
■
が―
一
づ
‐‐――
水
粛
一
子
が
二
，
ｔ
ｔ
Ｏ
イヒ
‐孝
物
質
ｔ
比
べ
瓶
一
て
，
レ

‐プ
ル
‐な

‐構
・

ど
で
あ
る
一
し
か
し
そ
の
シ
ン
プ
ル
■
か
ら
は
想
像
が
出
来
な
い
は
ど
ず
様
々
な
力
と
機
能
を
有
し
て
し
‐、

な
ず
水
ぼ
あ
ら
ゆ‐
な
‐も‐
み
な
な
か
す
‐な
媒‐
で
あ
サ
■
ま
た
擁
理
化
学
反
応
を
引
き
起
ご
す
触
媒
で
も
あ
る
‐。

水
は
地
表
面
か
ら
ｉ
妻
中
ｔ
ｔ
″
‐込
′
ｒ
一物
質
■
溶
か
ｔ
一
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を
凝
驚
さ
．一
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●
坊
‐‐‐
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ｔ
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‐
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寿
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‐ミ‐‐ネ‐
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逆
■
●
地
上
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物
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実
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せ
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●
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‐
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撮
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ｔ
ｔ
老
‐一
物

‐‐
を‐
運
ず
喘
ｉ
ｔ

，
，
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命
‐維
持
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根
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を
な
，
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要
な
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一
な
ば
凍
な
ど
密
舞
が
低‐
ぐ
な
，
体
積
が
膨
張
す
る
一
こ
の
性
質
は
地
球
誕
生
以
来
、
岩
を
砕
き
地
形
を

分
イヒ
‐ざ
せ
一
ま
た‐‐
一
た
に
ぼ
大
‐
量
の
熱‐
を‐
嚇
襲
，
ヶ
徹
一
が
か
る
た
０
●
た
場
■
‘
熱
せ
ら
れ
た
一
一
な

策
書
す
る
役

‐目‐
■
あ
る
■
水
ぼ
熱
を
吸
収‐
し

，
水
蒸
気
と
な
わ
で
季
節
に
よ
る
温
度
差
を
緩
和
し
て
く
れ

て
，
る
ず
朝
一
ぜ
水
あ
栞
い
秒

‐漠
で
は
■
ｔ
拗
熟
ｒ
液
は
極
寒
の
温
度
差
で
あ
る
ず
水
が
豊
富
●
存
在
す
・

な
温
帯
●
は
，
気
温
が
安
定
ｔ
多
く
の
生
態
系
が
生
か
さ
れ
て
い
る
ず
海
が
温
め
ら
れ
水
蒸
気
と
な
ち
て
い

，
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次
は
雨
と
な

つ
て

地
上

に
降

，
注
ぐ
、
一
ぞ
の
雨
は
地
表
面
を
削
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時

に
下
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ヶ
ま
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一
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‐り
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ぐ
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０
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か
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本
蒸
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経
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・
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ら
く
．地
球
誕
一生

人
四
十
六
億
年
Ｙ
後
の
幼
年
期
で
あ
ろ
す
―‐，
地
球

誕
生
に
は
一多
く

の
学
説
が
あ
る
が
、―
最
も
有
力
な
説
で
あ
る
Ｌ
彗
星
説

＾
地
球
は
彗
星
の
塊
で
出
来
た
と

一

で
■
ド
水
に
覆
ゎ
れ
た
彗
星
や
彗
星
を
構
成
す
る
岩
石
中
の
水
分
が
●
グ
●
の
熱
に
よ

‐り融
解
さ
れ
ず
ま
一

た
好
結
し
一た‐
■
夕
が
地
表
藤
に
発
れ
一
ゃ
が
で
機
な
が
知
，
で
い
る‐Ｉ
テ
な
海
ャ
一
源
や
・川
●
瀞
地
■
雪
一
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氷

山
な
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ど
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え

地
球

の
表

面
を
覆

つ
た
も

の―
ヽ

河
難
ャ
聞‐
氷
■
難
一
■
を
で
●

‐
る
一
現
在
に

，
一番
近
一
大
求
■
期
‐ま―
九

，

―年
続
〓
●
氷
■
斯
の
後
半
‐で
は
一

地
球
‐‐一
〓
分
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一
一，
れ
に
優
わ
れ
‘
一
た
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人
現
在
一一
氷
‐
‐
―こ
覆
ゎ
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●

る
０
■
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地
球

０
■
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一
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〉
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水
汀
■
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一大‐
量‐
●
水
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水
と
ｔ
で
園
ｔ
ｉ
れ
て
●
た
０
い
も ‐‐
翔
中
い
い
秒
一
【
が ―‐、
睛
一
な
「
そ 面‐
¨
後
数‐‐
ょ
‐
↓
一

ｒ
二
十
オ
■
ド

ル
任
億
か
‐ら

な
一
現
在
離
れ
で
卜
ヶ
一

年
に
渡
ヶ
静
瞬
僣
健
証
と
な
・，
ｒ

地
表
面
を
覆

，
で
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な
れ
は
溶
け
一
川
な
作
ヶ
●
土
要
な
肥
沃
に
さ
せ
い

ぞ
の
一
部‐
一
地
下
た
と
・ｔ
一て

‐保
有
さ
れ
、

―も
‐ち
る
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ゆ
椰
い
」
蒔
」
に
経
絆
け
韓

つ と
た‐欧
刊
な
れ‐
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摯
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・
‐
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．

海
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な
サ
イ
ギ
■
ス
海
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が
出
来
た
ｆ
氷
河
が
後
退
・

年
ず
地
球
は
気
温
が
暖
か
く
ず
か

っ
安
定
し
て
い
る
と

い
う
特
異
な
時
期
に
入
つ
た
ず
ｔ

‐
う

ｔ
た
好
条
件

の
も
と
で
、一
先
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述
べ
た
文
明
が
生
ま
一れ
た
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‐‐，

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
‐
０
生
ま‐
れ
た
文
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は
，
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の
水
環
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築
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高
い
■
の
水
源
地
か
ら
都
市
ま
で
■
‐豊
富
な
水
を
運
ぶ
水
道
橋
の
上
本
技
術
だ
ち
た
「
住
民
■
人
当
た
，

す
卜
一
ト
ン
ケ
舞
生
な
水
″
供‐
結
し
、
衛
各
的
な‐
都
市
イ
‐シ
ア
シ
・な
完‐
虚
さ
せ
た
こ
と
が
，
Ｉ
７
常
国‐
繁

栄

●
感

だ
つ
た
■

ア
テ
ブ
許
Ｅ

‘
は
カ
カ
■
卜
と
呼
ば
れ
る
地
下
水
道
な
完
備
さ
せ
一
．生
活
臓
水
を
普
及

・

さ‐
せ
一
〓
た
た
ぎ
な‐
隼
な

，
一
に
は
人‐‐
一
０
オ
ア
シ
ス
な
仁
ケ
経
済
注
動
を
活‐
発
化
さ
せ
て
い
た
一

一

水
を
い
か
に
コ
ン
・■
●
ト
ル
す
る
か
は
ず
時
の
権
方
や
財
力
の
決
め
手
と
な

つ
で
い
た
。
水
は
人
類
に

と
■
不
可
欠
な
■
の
で
あ
ヶ
一
水
．１ま‐
富
の
象
徴
で
も‐
あ
ら
た
。
一
■
，
う
ん
水
争
Ｌ
ぼ
富
Ｑ
争
，
で
み
つ
た
、

人
々
は
水
の―‐
あ
る
・と
こ
ろ
に
都
市
を
創
，
、●
さ
ら
に
都
市
０
■
に
水
路
を
創
る
こ
と
に
よ
，
水
で
物
資
を

運
び
い
さ
ら‐
に
富
な
書
な
た
「
一
・
　

・一
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・
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狂
・い
始
め
た
水
の
循
環

一
水
の
大
循
環
は
南
緯
三
〇
度

か
ら
北
緯

三
０
度

の
間
で
起

こ
っ
て

い
る
「
本
を
基
準

‘
世
界
を
地

理
的

に
分
け
な
と
，
①‐
粧
な
帯

一
―よ
‐
厳‐‐
寒
で
降
雨
‐〓

は
一夕
■
ぐ
■
暉
●
永
玖
凍
ｉ
ｔ

覆
わ
れ
ｔ
，

レ
■

，

デ
ｉ

貯
』
“
提 ‐‐‐‐
‥
Ю
嘲
て‐帯
一】
薇
一
畔
師
斃
い
帯 ‐多
は
Ｆ
膨
パ
や―の―
動
慟
印
口
凱
”
“

‐と‐‐
森
赫
ど‐‐も‐‐澪
嗜
一
一
０

「
“
蒔
癒
凛

の
境
■
に
は
推
移
帯
が
存
在
す

る
。一
特

●
地
中
海

か
ら
イ

ン
ド

に
か
け
で
０
地
域
や
東
南

ア
ジ

ア
ド
中
国

の
ｌＬ
部

に
推
移
帯

が
多
ぐ
■
乾
燎
し
た
と
こ
ろ
ど
，
広
大
な
草
原
を
氾
濫
ざ
せ

る
大
河
を
有
ｔ
て
い
る
こ

と
が
特
徴
に
な
０

て
‐い

る
‐‐
‐

‐―。
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一

一
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・
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・
・
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一
　

．
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一
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●
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一
―
一

ご
ら
れ
篠
彙
が
一
カ

ン
と
繍

，
返
〓
．れ

で

ぃ
る
‐
間
は
人
類
‐
は
、
あ‐
る
程
度
安
全
■
安
定
ｔ
で
暮
ち
ｔ
行

『
』
だ
フ‐‐と一」
わ
一け
・サー人・一
・″
』
醜
‐よ
‐
ゃ
議
弔
”
一麟
導
勒
貯
こ
”
漱
醐
鐸
く‐
‐
を
の―‐狂
動
漿
庫
生 き‐
誼
一
． て る‐ピ
れ
一一
・̈
が―二
青
一

ぞ
″
後‐
■
水
は
な
な
し
‐‐残‐‐
，
な
水
．ぼ
肛
下‐‐
濠
↑
浸
‐春
レ
で
Ｌ
ち
・た‐‐“
盤
た
大
江
文
昨
″
分
社
の―‐‐慧
■
縫

に
夢
か
れ
■
を
．れ
ゆ‐
か
に
文‐
‐‐明‐魔
計
れ
に
発‐‐‐
風
レ
人‐
Ｌ
注
．暮
れ
し
な
―‐‐
ぞ
″
経
黙
避
剰‐‐
が
ヶ
一森‐林
み
″
策
一

卜
性
を
，
な
ら
し
●
ド
ーる‐
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一
　
一一
一
一
一
一
●
●
一
●
一
一　
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●
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